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小坂ジュニアソフトボールクラブ

７年連続
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５
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日
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11
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に
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玉
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催
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３
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予選リンク　　対　府本ソフト ７－２ ／ 対　不知火小学校 ３－０
準 々 決 勝　　対　三角小学校 ９－５　
準　決　勝　　対　秋津小楠クラブ １－０
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春夏通算
11回目の全国大会へ
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役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

指定管理者制度とは、公の施設全体の管理運営を民
間団体に行ってもらう制度です。
町では、「健康いきいき御船町」を推進し、社会体

育施設の運営や事業を、民間の創意工夫で、よりきめ
細やかなサービスの向上を行うため、施設の管理運営
を行ってもらう指定管理者を募集します。指定管理者
の選考にあたっては、町指定管理者選定委員会で候補
者を選定します。選定後、議会での承認を得て決定し
ます。

4,419㌧ この数字は、平成25年度に御船町から出た可燃
ごみ、資源ごみ、粗大ごみを合わせた量になり
ます。そのうち、家庭から出る可燃ごみは、昨
年3,922㌧。１人あたりにすると、220㌔にも
なります。人口は減っているのに、平成22年
度から増え続けているごみ。普段から少し気を
付けることで、ごみの減量につながります。

【可燃ごみは正しく分別しましよう】
生ごみは、水切りをしっかりして出しましょう。
生ごみ処理機などを使用することも有効です。

【管理運営施設の概要】
◆御船町スポーツセンター（御船町大字木倉1176番地1）　
•アリーナ　　•武道場　　•温水プール
•事務所など

◆御船町民グラウンド（御船町大字木倉1600番地）
　•野球１コート（少年野球２コート）
•ソフトボール２コート　　•倉庫など

【応募方法】
詳細が決定次第、町ホームページおよび、スポーツ
センターにて指定管理者募集要項および仕様書を配付
します。
また、説明会を予定していますので、希望する団体
は、社会教育課社会体育係（スポーツセンター）まで、
お問い合わせください。

【資源ごみはリサイクルへ】
リサイクルされたものは販売され、リサイクルの資

源物販販売益金としてクリーンセンターに入り、町負
担金の軽減になります。リサイクルできる、空き缶や
空き瓶などは洗って、毎月行われている各地区のリサ
イクルステーションに出しましょう。

御船町みんなでつくる町の基本条例素案検討委員会
（中村幸雄委員長）は５月23日、御船町議会（岩田重
成議長）との意見交換を開催しました。
自治基本条例は、御船町のまちづくりを進める上で
共通のルールを決めるもの。町民と町職員の20人で
構成する検討委員会で、条例づくりの検討を行ってい
ます。
意見交換では、検討委員会から自治基本条例策定の
目的や取り組みを説明した後、自治基本条例のイメー
ジや期待を議員と話し合いました。
議員からは、「若い人がまちづくりに参画できるよ
うな条例をつくってほしい」「幅広い住民の声をどう
聞いていくのか」「本当に条例が御船町に必要なのか」
といった意見があがりました。検討委員会から、「条
例づくりの検討は、町民に身近なまちづくり、地域コ
ミュニティから議論した。まちづくりに参加できる人
の環境を整えていくことが大事」と説明しました。
検討委員会では今後、住民や団体、議会との意見交
換を図りながら、自治基本条例に必要な項目の選定を
進めて、「御船町のルール」づくりを進めていきます。

◎自治基本条例 
まちづくりの基本的な考え方と姿勢、町民、行
政、議会の役割を明らかにするためのルール。
自治体の「憲法」ともいわれる。全国で約300
の市町村が、県内では熊本市、合志市、大津町
の３市町が条例を制定している。

浄化槽は、微生物の働きを利用して汚れた生活排水を処理する装置です。浄化槽の機能を十分に発揮するため
には、微生物が活動しやすい環境を保つよう、適切な維持管理を行うことが大切です。
また、浄化槽設置者の３つの義務として「保守点検」「清掃」「法定点検」があります。浄化槽の機能を正常に

保つための点検、調整、修理、消毒剤の補給、ブロワの調整等を行う「保守点検」と浄化槽内の汚泥などの引き
出しや調整、機器類の「掃除・洗浄」などを適切に行い、毎年１回は「法定検査」を受けましょう。

大型家具などの粗大ごみは、決められた粗大ごみの日に出しましょう。
「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない」
ごみの不法投棄は法律（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条）で禁止されています。
これに違反して不法投棄をした場合「５年以下の懲役若しくは1000万円（法人は３億円）以下の罰金又はこ
れらの併科に処せられ、また、未遂の場合も罰せられます。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第25条、第32条）」

ごみや環境問題について考えてみませんか？

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
可燃ごみ 3,852 3,713 3,791 3,876 3,922
資源ごみ 　475    440    388    389    378
粗大ごみ 　 89      95    115    110    119
合計 4,416 4,248 4,294 4,375 4,419

人口 18,251人 18,156人 18,015人 17,912人 17,803人

ごみを正しく分別することで、ごみの減量化と資源化につながります。エコバックを利用してレジ袋をできる
だけ使わないように心掛けましょう。
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浄化槽を適切に維持管理しましょう

不法投棄は犯罪です

問みず環境課生活環境係　☎２８２－１６０４

指定管理者を募集
問社会教育課社会体育係　☎２８２－４１１１

「御船のルール」を議会と意見交換
問総務課秘書係　☎２８２－１３９２

分ければ資源　混ぜればごみ

６月は環境月間です

議員15人と検討委員16人が参加した意見交換
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吉無田で草スキーを楽しむ
５月３日、毎年恒例の「グリーンフェスタin吉無

田　草スキー大会」が開催されました。低学年の部（70
人）、高学年の部（70人）、親子の部（50組）には、
毎年多くの参加者が出場。今年は、受付開始後30分
で定員に達する人気で、晴天のなか吉無田を満喫しま
した。また、草スキー大会と同時に行われた、町竹振
興会（野口一敏会長）による、竹細工教室には100人
が参加。自分で作った、竹とんぼや水鉄砲で楽しみま
した。

瑞宝単光章
元町消防団長（第13代団長）

旭日双光章
元町議会議長（第17・18代議長）

配
はいとう

　栄
えい じ

次さん 八
はったんだ

反田　晃
あきら

さん

平成26年春の叙勲を受章した２人を紹介します。

春の叙勲

元町消防団団長の配 栄次さんに「瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章」が
贈られました。
配 さんは、昭和43年に消防団へ入団。以来、班長、
分団長、副団長と役職を歴任し、平成11年から消防
団長に就任。平成15年の退団まで、35年間にわたり、
地域の安全と安心のため防災活動に取り組み、団員育
成に貢献しました。「消防団の仲間たちと家族の協力
があったおかげでの受章です。35年間の消防団は楽
しかったです」と受章を喜びました。

◆プロフィール
………………………………………………………………
昭和25年生まれ。昭和43年に消防団入団。昭和60

年に第７分団長、平成３年から副団長を経て平成11
年から団長を歴任。木倉在住。64歳

元町議会議員の八反田晃さんに「旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章」が贈
られました。
八反田さんは、昭和58年に町議会議員に初当選。

以来、６期24年にわたり在職。平成11年から議長を
２期７年間務めました。「議長時代は、合併問題や道
州制問題があり、時代の変革期だった。今回の叙勲は、
あまり受章できるものではないので、受章できるとは
思っていませんでした。受章できたのも妻の力があっ
たからです」と受章を喜びました。

◆プロフィール
………………………………………………………………
　昭和18年生まれ。昭和58年４月、御船町議会議員
初当選。平成19年まで６期24年在職。平成11年か
ら議長を２期７年務める。小坂在住。71歳

中学校と５つの小学校で体育祭・運動会
５月18日、御船中学校の体育祭が行われ、25日に
は御船小、滝尾小、木倉小、高木小、小坂小で運動会
が行われました。日差しが降り注ぐなか、児童・生徒
たちは、仲間や保護者の声援を受け、団体種目や個人
種目で競いました。また、七滝中央小学校の運動会は、
９月に開催される予定です。
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草スキーを楽しむ参加者

１_中学校「団別対抗リレー」　２_滝尾小「滝尾ハリケーン！今年も参上」
３_小坂小「勝利を引きよせろ！」　４_木倉小「昼食時のアトラクショ
ンとして行われた一輪車競技」　５_御船小「紅白対抗リレー」　６_高
木小「わが家のおたからさん」
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34年目のファーストコンサート
５月25日、結成34年目を迎えた町民コーラス「アー
ベント・レーテ」が、初めてのコンサートをクレイン
パレスで開催しました。
初コンサートに集まった約50人の観客を前に、指
揮の田浦康宏さん、ピアノの岩永純子さん、50～70
代の14人の団員が「世界の歌」「日本の歌」「テノー
ル独唱」「ふるさとの歌」の４ステージで、「ふるさと
賛歌・かみましき」や「なつかしき御船川」など16
曲を披露しました。
代表の福永悦さんは「団員の高齢化で、これが最初
で最後のコンサートになるかもしれないと思い開催し
た。みんなと一緒に歌えるうちに思い出のコンサート
ができてよかった。今回のコンサートでは、観客の皆
さんから、たくさんの元気をもらった。今後も、御船
ゆかりの歌などを子どもたちに伝えていけたらと思
う」と笑顔で話しました。
初コンサートの最後は、団員と観客が一緒に「今日
の日はさようなら」や「ふるさと」を合唱しました。

シンボルロードをウォーキング
５月18日、シンボルロードを歩いて、朝ごはんを
食べる「朝ごはんツアー」が行われました。５丁目（村
上武士区長）が企画し、区民など16人が参加しました。
ツアーは、５丁目公民館を出発し、シンボルロード沿
いのモニュメントの説明を村上区長から聞きながら歩
きました。参加者は、ゴールとなった、おふくろの店
で朝ごはんを食べ、早朝の街なかを満喫しました。

生涯学習教室開校式
５月21日、公民館上野分館（河部二男分館長）が

主催する、生涯学習教室の開校式が上野公民館で開催
され約40人が参加しました。生涯学習教室は、上野
地区の住民を対象に20年以上続けられており、毎月、
短歌教室やグラウンドゴルフなど様々な教室が開催さ
れています。河部分館長は「毎月の教室を考えるのは
大変だが、参加者が楽しみにしているので、これから
も楽しい教室を続けていきたい」と話しました。

【町民コーラス　アーベント・レーテ】
34年前に、子どもから大人まで参加できる町民合唱
団として、当時の御船高校に在任していた、山口教諭
の発案で結成される。結成当時は、御船高校コーラス
部と一緒に約40人で活動し、県合唱祭や町文化祭など
に出演していた。アーベント・レーテの由来は、明るい
未来をイメージして、ドイツ語で「夕焼け」の意味。
団員を募集しています
毎週火曜日（月４回）、教育会館（滝川）で19時～

21時に練習を行っています。
問２８２-０２１７（福永まで）

年に一度の放流
５月11日、七滝ふるさと滝まつり（七滝観光推進
委員会主催）が開催されました。今年で26回目。　
七滝は、上流にある水力発電所への取水で普段は水

が流れていませんが、まつりに合わせて、１年に１度、
５月の第２日曜日だけ放流が行われます。
今年は、約100人の見物客が滝つぼに集まり、落差

約40㍍から豪快に水が流れる光景に圧巻されていま
した。まつりの会場となった、七滝神社駐車場では、
太鼓や演奏会などの催しや、町のマスコットキャラク
ター「ふねまる」も駆けつけて、終日賑わっていました。
昨年から滝まつりに訪れているという、熊本市在住

の倉岡和代さんは「昨年は、放流の終わり間際に来た
ので、今年は絶対に最初に放流されるところを見よう
と思っていました。実際に見てとても感動しました」
と話しました。
阿
あ

部
べ

功
こう

龍
りゅう

会長は「今年は出品物や企画も増えて楽し
んでもらえたと思います。これからも、滝まつりを盛
り上げていきたいです」と笑顔で話しました。

町内の施設にきれいな花を
５月 12日、JA かみましき女性部育苗部会（野口

英子部長）から、施設の環境美化などに役立ててもら
うため、町内小中学校や保育園など 15施設に、サル
ビアや水前寺菜などの花や野菜の苗約 6,000 本を贈
りました。今年で15回目。６月３日には、御船小学
校２年生が、野口部長に直接お礼の手紙を渡しました。
「毎年お礼の手紙を貰っていたが、初めて手渡しで貰
いました。とてもうれしかったです。来年も頑張って
苗を作ります」と嬉しそうに話しました。

地域が望んだ加工所が完成
５月15日、水越社会教育センター（旧水越小学校）

で、食品加工所の開所式が行われました。この加工所
は、水越地域の住民で組織する水越地域活性化協議会
が、町から施設の一部を借りて運営するもので、今後
は水越の農産物を活用してイベント時の弁当や地元向
けの配食サービスを行う予定です。田上一也会長は「こ
れからいかに活用していくかが大事。いずれは水越地
域だけでなく、ほかの山間地域と合同で町おこしをし
ていきたい」と話しました。
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水越地域活性化協議会・加工生産部のメンバー

村上区長の説明を聞く参加者

贈られた苗について勉強する児童たち

５月は、町政報告が山本町長から行われた



藤野　由彩 さんしぶた　みさき さんしぶた　あやね さん

町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。

このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

短 　

歌

散
り
初
め
し
桜
花
び
ら
盃
に
ひ
と
ひ
ら
浮
か
べ
美
酒
に
酔
う
吾

山
本
志
満
子

不
吉
な
る
鴉
し
き
り
に
高
鳴
け
ば
病
に
伏
せ
い
る
叔
母
を
案
じ
ぬ

市
川　

結
子

隣
家
は
壊
さ
れ
更
地
に
紅
梅
の
花
の
繚
乱
家
主
は
去
り
て甲

斐
レ
イ
子

魂
は
何
処
へ
向
か
う
棺

ひ
つ
ぎ

の
中
兄
は
愛
用
の
帽
子
を
胸
に

金
森　

英
子

梅
古
木
半
ば
朽
ち
て
も
節
々
に
花
を
咲
か
せ
る
自
然
の
力北

村
ヤ
ヨ
イ

延
命
治
療
お
こ
と
わ
り
す
る
書
き
方
を
真
剣
に
聞
く
歌
会
に
吾
ら

平
野　

文
子

さ
緑
の
芽
ぐ
む
道
辺
に
つ
く
し
ん
ぼ
つ
ん
つ
ん
覗
く
母
探
す
ご
と

藤
本　

京
子

幾
世
期
か
け
て
伸
び
し
か
ね
じ
れ
這
う
天
神
の
森
の
巨お

お

き
走
り
根

正
宗
タ
ツ
子

俳 　

句　
　
　
　

御
船
春
菊
句
会　

水
野
つ
と
む
選

風
光
る
わ
が
町
過
疎
に
な
る
ば
か
り　
　
　
　
　
　
　

赤
星　

和
子

朴
の
香
の
と
ど
か
ぬ
高
さ
あ
り
に
け
り　
　
　
　
　
　

緒
方　

宣
子

み
ど
り
児
の
髪
を
な
で
ゆ
く
若
葉
風　
　
　
　
　
　
　

守
田　

律
子

お
浄
土
は
か
く
な
る
も
の
か
朴
の
花　
　
　
　
　
　
　

丹
生　

則
子

持
ち
前
の
明
る
さ
と
り
え
金
鳳
花　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

順
子

花
は
葉
に
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
言
え
る
ほ
ど　
　
　
　

さ
と
う
と
も
こ

大
ら
か
に
風
に
向
っ
て
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

澄
江

肥  

後  

狂  

句　
天
狗
会

年
寄
り
苛
め　

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
ば
か
り
増
え　
　
　

増
永　

笑
和

つ
ま
ら
ん　

ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
食
い
よ
ら
す　
　
　

河
地　

ゆ
き

つ
ん
の
ぼ
せ　

パ
チ
ン
コ
台
に
打
ち
食
わ
せ　
　
　
　

林
田　

実
花

心
配
す
る
な　

同
窓
会
に
医
者
も
お
る　
　
　
　
　
　

藤
本　

好
水

つ
ま
ら
ん　

も
う
仲
直
り
し
と
ら
す
ね　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

楽
園

一  

般  

投  

稿

キ
ッ
チ
ン
に
珍
客
の
あ
り
雨
蛙

藤
原　

若
葉

放
水
に
滝
よ
み
が
へ
る
時
を
待
つ

常
石　

山
紫

激
動
の
昭
和
を
生
き
て
九
十
年
老
後
は
幸
せ
吾
子
に
感
謝松

岡　

文
江

小
学
校
４
年
生
の
臨
海
学
校
で
、
初
め
て
海
で
泳

ぎ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
磯
に
付
着
し
て
い
る
貝

で
、
何
カ
所
も
足
を
切
り
ま
し
た
。
海
水
が
し
み
て

痛
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
海
で
の
遊
び
が

楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

干
潮
時
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
潮
だ
ま
り
に
指
を
入

れ
て
み
る
と
、
思
い
の
外
大
き
な
魚
が
砂
に
潜
っ
て

い
た
り
、
河
口
近
く
の
潟
で
は
、
魚
が
倒
木
の
上
に

い
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
魚
の
こ
と
が
気
に
な
り
、

学
校
の
図
書
室
の
魚
図
鑑
で
調
べ
、「
ベ
ラ
」
や
「
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
、
一
度
は
海
辺
で
暮
ら
し
て
み
た
い

と
い
う
思
い
が
漠
然
と
あ
り
ま
し
た
。
教
職
に
就

き
13
年
目
に
天
草
（
牛
深
）
で
の
勤
務
が
き
ま
り
、

二
十
数
年
来
の
夢
が
叶
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

天
草
で
の
教
員
生
活
は
８
年
間
で
し
た
が
、
子
ど

も
の
頃
以
上
に
新
し
い
発
見
や
体
験
が
で
き
ま
し

た
。

4
月
26
日
町
民
限
定
の
恐
竜
博
物
館
の
内
覧
会
に

（
娘
、
孫
3
人
）
5
人
で
行
き
ま
し
た
。
本
当
に

ゆ
っ
く
り
と
見
ら
れ
、
4
年
生
の
孫（
男
の
子
）な
ん
か
、

す
ご
く
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
1
足
先
に

見
れ
る
な
ん
て
夢
み
た
い
だ
っ
た
で
す
。
帰
り
に
売
店
で

恐
竜
の
卵
を
2
人
の
孫
に
買
っ
て
、
今
は
無
事
生
ま
れ
て

育
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
で
す
よ
、
お
勧
め
で
す
。

（
滝
尾
・
Ｍ
さ
ん
）

恐
竜
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
天
草
の
御
所
浦
島
と
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
、
熊
本
県
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
木
倉
・
Ｍ
さ
ん
）

恐
竜
博
物
館
は
と
て
も
盛
大
で
素
晴
し
い
で
す
ね
。

内
覧
会
で
は
人
も
多
く
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
又
改
め
て
見
学
す
る
つ
も
り
で
す
。
他
県

に
い
る
友
人
、
知
人
に
も
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ふ
ね
ま
る
君
と
ど
こ
か
で
会
え
た
ら
よ
い
な
ァ
と

…
。

（
辺
田
見
・
Ｆ
さ
ん
）

恐
竜
博
物
館
に
行
っ
た
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
便
り

が
届
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
内
覧
会
で
は
約
1
，

6
0
0
人
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
5
月
末
ま
で
は
約

3
6
，0
0
0
人
も
の
人
が
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
6

月
28
日
か
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
恐
竜
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

（
広
報
係
）
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まちへの
先生の 青春昔話

みんなの
C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

七
滝
中
央
小
学
校　

渡わ
た
な
べ邊　

税ち
か
ら　

教
諭

（
山
都
町（
旧
清
和
村
）出
身
）

▼小学4年生の臨海学校での1枚（最前列左から4人目）

海
へ
の
憧
れ



エリック先生の英会話 VOL.

※「ムゾラシカ」は御船弁で「かわいらしい」の意味です。

宮部兄弟の功績を後世へ

河
かわ

部
べ

　二
つぎ

男
お

 さん
（上野・70歳）

連載

か
わ
い
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。全問正解者の中から抽選で10
人に図書カードをプレゼントします。

和訳例

いつもニコニコの莉子。
悠大お兄ちゃんが大好き！

（悟お父さん　裕子お母さん）

梅
うめかど

門莉
り こ

子ちゃん（1歳）
高木（平成25年6月24日）

Newspapers in Japan and America are very diff erent. Because 
newspapers are written in kanji, many children cannot read 
them. In America, many elementary school students enjoy 
reading the newspaper. Schools use newspapers in the 
classroom sometimes. American newspapers have many 
pages on Sunday and less during the weekday. There are 
usually sections for world news, state news, and sports. Each 
section has a front page. In Japan, all of the topics are in one 
section. American newspapers also have a whole page for 
weather and a whole page for comics. I like reading Japanese 
newspapers, but I wish I could read more kanji.

幕
末
に
活
躍
し
た
肥
後
勤
王
党
の
総
帥
、
宮
部
鼎

蔵
。
上
野
地
区
茶
屋
本
が
生
ん
だ
郷
土
五
先
哲
の
ひ
と

り
で
す
。
鼎
蔵
先
生
は
、
肥
後
藩
の
軍
学
師
範
を
つ
と

め
、
諸
国
の
志
士
と
も
親
交
が
深
く
、
長
州
藩
の
吉
田

松
陰
と
二
人
で
東
北
沿
岸
の
防
備
図
を
作
成
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
京
都
池
田
屋
で
会

談
中
に
近
藤
勇
率
い
る
新
撰
組
の
襲
撃
に
遭
い
、
奮
闘

む
な
し
く
自
刃
し
ま
し
た
。
ま
た
、
弟
の
春
蔵
先
生
も

幕
末
の
動
乱
を
生
き
、
26
歳
で
若
き
生
涯
を
終
え
て
い

ま
す
。
上
野
地
区
で
は
、
二
人
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
た

め
、「
宮
部
兄
弟
顕
彰
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
52
人
で
宮
部
一
族
の
墓
掃
除
や
供
養
祭
を

開
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
鼎
蔵
先
生
が
亡
く
な
っ
て

１
５
０
年
を
迎
え
る
た
め
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
７

月
６
日
日
に
開
催
し
ま
す
。
こ
の
節
目
に
、
鼎
蔵
先
生

の
功
績
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
５
年
後
に
は
鼎
蔵
先
生
の
生
誕
２
０
０
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
宮
部
兄
弟
の
功
績
を
後

世
へ
と
語
り
継
な
が
ら
、
町
全
体
と
し
て
顕
彰
し
て
い

く
こ
と
が
上
野
地
区
住
民
の
願
い
で
す
。

◉応募方法
ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）
◉締め切り
平成26年６月30日月　（当日消印有効）

◉５月号の正解
①－Ｂ
◉５月号の当選者
応募総数30通で全問正解者は23通でした。
抽選の結果、次の10人に図書カードを
お送りします。（敬称略）
林田　忠男（木　倉）／原井　大空（御　船）
藤原　えみ（辺田見）／渡辺　士桐（滝　尾）
緒方　和那（ 陣 ）／村田　政勝（木　倉）
丸山　睦美（滝　尾）／長木　幸代（高　木）
吉村　颯汰（御　船）／金子　美保（滝　尾）
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日本とアメリカの新聞はとても違います。新聞は漢
字で書かれているので多くの子どもたちは読めませ
ん。アメリカでは多くの小学生が新聞を読むのが好
きです。学校ではときどき授業で新聞を使います。ア
メリカの新聞は、日曜日はページ数が多く平日は少な
いです。世界のニュースや州のニュース、スポーツの
ニュースが別々の冊子に分かれています。それぞれの
冊子には巻頭ページがあります。日本では全部のト
ピックが一つの冊子に載っています。アメリカの新聞
には天気とコミックスのためのページがあります。私
は日本の新聞を読むことが好きですが、もっと漢字を
読めるようになりたいです。

とっても元気で食いしん坊の
末っ子♥大好きだよ♥
おめでとう♥
（雄一郎お父さん　朋美お母さん）

山
やました

下明
あ か り

佳里ちゃん（1歳）
御船（平成25年6月2日）

のんびり屋の芽生ちゃん。
これからも元気ですくすく
育ってね♡大好きだよ♡
（景輔お父さん　めぐみお母さん）

渡
わたなべ

邉芽
め い

生ちゃん（1歳）
木倉（平成25年6月7日）

音楽大好き♪兄ちゃん大好き
♥癒し系あーさん、ありがと
う☆
（晶典お父さん　りえお母さん）

佐
さ

川
がわ

綾
あや

音
と

くん（2歳）
辺田見（平成24年6月6日）

お兄ちゃん大好き♡
いつもオモチャかしてくれて
ありがとう☆
（安広お父さん　由佳莉お母さん）

川
かわばた

端琢
たく

弥
み

くん（2歳）
滝川（平成24年6月10日）

私
た
ち
夫
婦
は
、
3
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
10
人
の
孫
が
い

ま
す
。
中
学
生
、
高
校
生
に
な
っ
た
孫
た
ち
も
、
だ
ん
だ
ん

と
大
人
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

今
は
、
4
人
の
ム
ゾ
ラ
シ
い
宝
物
、
彩
華
、
唯
華
、
仁
晟
、

龍
晟
に
囲
ま
れ
て
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
、
絵
本
を
持
っ
た
1
歳
の
龍
晟
が
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

私
の
ひ
ざ
に
そ
っ
と
座
り
、
肩
を
手
で
叩
き
ま
す
。
そ
し
て
、

テ
レ
ビ
を
見
る
な
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
絵
本
を
指
さ
し
ま

す
。
そ
ん
な
お
願
い
す
る
目
線
が
と
て
も
ム
ゾ
ラ
シ
く
思
い

ま
す
。
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す
家
庭
が
減
る
な
か
、
私
た
ち
夫

婦
は
4
人
の
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
、
子
育
て
中
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
ム
ゾ
ラ
シ
さ
を
孫
た
ち
の
お
か
げ

で
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

 

（
話
・
昭
剛
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）

竹た
け
う
ち内　

昭し
ょ
う
ご剛

さ
ん（
上
野
・
64
歳
）・
ひ
と
み
さ
ん（
59
歳
）

彩い
ろ

華は

ち
ゃ
ん（
9
歳
）・
唯ゆ

い

華か

ち
ゃ
ん（
7
歳
）

仁じ
ん
せ
い晟

く
ん（
5
歳
）・
龍り

ゅ
う
せ
い晟く

ん（
1
歳
）

小坂ジュニアソフトボールクラブは何年連
続で夏の全国大会に出場するでしょうか？
Ａ－７年連続
Ｂ－８年連続
Ｃ－９年連続

（ヒント・２・３ページ）

問①

御船町からでた平成25年度のごみの
量は何トンでしょうか？
Ａ－４, ３７５㌧
Ｂ－４, ４１９㌧
Ｃ－４, ４１６㌧

（ヒント・４ページ）

問②

宮部鼎蔵シンポジウムはいつ開催され
るでしょうか？
Ａ－６月28日土
Ｂ－７月５日土
Ｃ－７月６日日

（ヒント・６ページ）

問③

恐竜博物館特別展に展示される化石は
どこの国の化石でしょうか？
Ａ－モンゴル
Ｂ－アメリカ
Ｃ－カナダ

（ヒント・７ページ）

問④

ふねまるの公式facebookのタイトル
はなんでしょう？
Ａ－ふねまる日記
Ｂ－ふねまるお散歩日記
Ｃ－ふねまるの部屋

（ヒント・21ページ）

問⑤

15 14

問題

ムゾラシカ

EE ggg hhh-JJJJappppa eEEEEngggglllisshhhh-JJJJappppaaneesseee

わたしにとっての
日本一

広報クイズ広報クイズ

来月号は、7月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を先着10人で募集します。
掲載希望の人は、6月30日月までに役場2階総務課広報窓口で直接お申し込みください。（電話予約は不可）

Newspapers
新 聞
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ム
ゾ
ラ
シ
い
宝
物
に
囲
ま
れ
て
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Good Life Information

生活便利帳

▶役場（時間外・休日の直通）
☎282-1111

▶教育委員会
（カルチャーセンター）

☎282-0888
▶スポーツセンター

☎282-4111
▶恐竜博物館

☎282-4051
▶天君ダム

☎284-2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
（ゴミ焼却場）☎282-0688
▶吉無田高原「緑の村」

☎285-2210
▶浄水センター

☎282-7066
▶御船地区衛生施設組合
（し尿処理場）☎282-2970
▶社会福祉協議会

☎282-0785
▶上益城消防署

☎282-1955
▶御船警察署

☎282-1110
▶上益城地域振興局

☎282-2111
▶御船保健所

☎282-0016
▶御船町地域包括支援センター

☎282-2911
▶眺世庵

☎282-0806

ま
す
。
ま
た
、
県
猟
友
会
が
主
催
す
る
、
初

心
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
も
実
施
さ
れ
ま

す
。

▼
狩
猟
免
許
試
験
の
実
施
日
程
お
よ
び
場
所

【
第
１
回
】　

７
月
５
日
土   

球
磨
総
合
庁
舎

【
第
２
回
】　

７
月
13
日
日   

県
庁

【
第
３
回
】　

８
月
２
日
土   

阿
蘇
総
合
庁
舎

【
第
４
回
】　

８
月
24
日
日   

天
草
総
合
庁
舎

【
第
５
回
】　

12
月
13
日
土   

県
庁

【
第
６
回
】　

平
成
27
年
１
月
31
日
土   

県
庁

▼
初
心
者
講
習
会
日
時
・
会
場

【
第
１
回
】　

６
月
24
日
火
・
７
月
４
日
金

　
　
　
　
　

•
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

【
第
２
回
】　

７
月
３
日
木
・
10
日
木

　
　
　
　
　

•
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

【
第
３
回
】　

７
月
22
日
火
・
31
日
木　

　
　
　
　
　

•
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

【
第
４
回
】　

８
月
12
日
火
・
22
日
金

　
　
　
　
　

•
天
草
建
設
会
館

※
網
、
わ
な
、
第
二
種
は
初
日
の
み
。
第
一

種
に
つ
い
て
は
、
２
日
間
で
実
施
。
講
習

会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
猟
友
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
第
５
回
、
第

６
回
に
つ
い
て
は
、
11
月
上
旬
に
発
表
予

は
各
自
持
参

問　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
2
8
2
-1
9
6
3

第
26
回
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
・
御
船

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
青
少
年
交
換

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
パ
ー
ル
ラ
イ

ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
姉
妹
提
携
記
念
事

業
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
両
ク
ラ

ブ
の
親
善
を
図
る
た
め
毎
年
キ
ャ
ン
プ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間　

８
月
７
日
木
〜
８
日
金

▼
場
所　

吉
無
田
高
原「
緑
の
村
」キ
ャ
ン
プ
場

▼
対
象
者　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

▼
申
込
期
間　

７
月
７
日
月
〜
11
日
金

▼
受
付
時
間
・
場
所　

11
時
〜
15
時
ま
で

　
　
　
　

御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局　

▼
募
集
人
数　

先
着
30
人

　
（
保
護
者
に
よ
る
応
募
に
限
り
ま
す
）

問　

御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
黒
潮
市
場
前　

み
す
み
や
薬
局
２
階
）

☎
2
8
2
-3
7
7
8

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
1
1
0
番

県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
県
青
年
土
地

家
屋
調
査
士
会
と
不
動
産
登
記
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
に
は
司
法

書
士
と
土
地
家
屋
調
査
士
が
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
日
時　

７
月
19
日
土　

10
時
〜
16
時

▼
会
場

【
第
１
会
場
】　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

応
す
る
た
め
、
商
工
関
係
団
体
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。

な
お
、
県
の
融
資
制
度
（
金
融
円
滑
化
特

別
資
金
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
）
の
活

用
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
相
談
窓
口

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

県
商
工
会
連
合
会
、
各
商
工
会
、
各
商
工

会
議
所
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
県

信
用
保
証
協
会

▼
相
談
対
応
内
容　

▽
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
経
営
活
動
へ
の

影
響
に
関
す
る
相
談

▽
県
融
資
制
度
の
利
用
な
ど
、
金
融
に
関

す
る
相
談

問　

県
商
工
振
興
金
融
課

※
窓
口
設
置
に
関
す
る
こ
と　

☎
3
3
3
-2
3
1
6

※
県
融
資
制
度
に
関
す
る
こ
と

☎
3
3
3
-2
3
1
4

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

環
境
保
全
に
効
果
の
髙
い
営
農
活
動
に
取

り
組
む
農
業
者
な
ど
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

知
お

ら
せ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
終
息
に
つ
い
て

県
内
で
４
月
13
日
に
発
生
し
た
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
５
月
８
日
に
終
息

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
車
両
消
毒
を
は
じ

め
と
す
る
防
疫
対
策
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
で
は
、
県
産
の
鶏
肉
や
鶏
卵
な
ど
の
安

全
安
心
な
農
林
水
産
物
を
皆
さ
ま
に
お
届
け

す
る
た
め
、
食
の
安
全
確
保
を
第
一
に
、
引

き
続
き
生
産
者
の
方
々
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
参
り
ま
す
。

問　

県
農
林
水
産
政
策
課

　

☎
3
8
3
-1
1
1
1

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う

中
小
企
業
者
向
け
相
談
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て

球
磨
郡
多
良
木
町
に
お
い
て
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴

い
、
中
小
企
業
者
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
対

※
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
、農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。た
だ

し
、有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
に
つ

い
て
は
、エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
に
関
す
る

特
例
措
置
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
支
援
対
象
取
組

・
対
象
取
組
【　

】
内
は
10
㌃
当
た
り
の
支

援
単
価

▽
有
機
農
業　
　
　
　

【
８
，０
０
０
円
】

▽
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
緑
肥
等
の
作
付
）

【
８
，０
０
０
円
】

▽
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆
肥
の
水
質
保

全
に
資
す
る
施
用   

【
４
，４
０
０
円
】

※
対
象
取
組
に
つ
い
て
は
、
化
学
肥
料
・
化

学
合
成
農
薬
の
５
割
低
減
の
取
組
と
セ
ッ

ト
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

６
月
30
日
月

※
申
請
の
前
に
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

☎
2
2
8
2
-1
6
0
7

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会
を
実
施

平
成
26
年
度
狩
猟
免
許
試
験
が
実
施
さ
れ

U
RL

：http://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/

m
inji03_00026.htm
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問　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

☎
3
6
4
-2
1
4
5

6
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
で
す

都
道
府
県
労
働
局
雇
用
均
等
室
を
ご
存

知
で
す
か
？
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
や
、

妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
に
、
女
性
労
働
者
を

解
雇
し
た
り
、
契
約
更
新
を
し
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
な
ど
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な

ど
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
働
い
て
い
る

人
も
、就
活
中
の
人
も
、困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
雇
用
均
等
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、匿
名
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

県
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　

☎
3
5
2
-3
8
6
5

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

消
防
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
甲

種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
17
日
木　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　

７
月
18
日
金　

９
時
〜
12
時

▼
会
場　

嘉
島
町
民
会
館（
２
階
大
会
議
室
）

▼
申
込
期
間　

６
月
２
日
月
〜
７
月
11
日
金

▼
申
込
場
所　

上
益
城
消
防
本
部
予
防
課

（
平
日
の
み
受
付
。
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
）

※
申
込
書
は
、
上
益
城
消
防
署
・
山
都
消
防

署
・
蘇
陽
出
張
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
上
益
城
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
講
料　

４
，０
０
０
円
（
申
込
時
徴
収
）

▼
定
員　

先
着
80
人

▼
そ
の
他　

当
日
の
筆
記
用
具
お
よ
び
昼
食

ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関

す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

７
月
10
日
木

（
奇
数
月
の
第
２
木
曜
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
16
時（

12
時
〜
13
時
は
除
く
）

▼
場
所　

町
役
場
２
階
相
談
室

問
・
予
約
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
3
6
4
-2
1
4
5

（
音
声
案
内
で
②
↓
①
↓
②
を
押
し「
御

船
相
談
予
約
」
と
申
し
出
く
だ
さ
い
）

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
証
明
書
等
が
旧
法
務

局
御
船
支
局
の
窓
口
で
受
け
取
れ
ま
す

登
記
事
項
証
明
書
及
び
会
社
・
法
人
の
印

鑑
証
明
書
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
付
請

求
（
以
下
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
」
と
い
い
ま

す
。）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
書
面
に
よ
る
請
求
よ
り
も
手
数
料
が
安

い
、
②
最
寄
り
の
窓
口
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
、
③
証
明
書
発
行
請
求
機
の
操
作
が

不
要
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

６
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
し
た
、
登

記
事
項
証
明
書
等
を
御
船
法
務
局
証
明
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
旧
法
務
局
御
船
支
局
）
の

窓
口
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
証
明
書
を
受
け
取
る
に
は
、
事

前
に
電
子
納
付
に
よ
り
手
数
料
が
納
付
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
利
用
方
法
や
取

扱
証
明
書
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
で
す
。

問　

町
農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

 

☎
2
8
2
-1
6
0
7

 

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

 

☎
2
8
2
-0
3
3
3

 

県
猟
友
会

 

☎
3
7
1
-6
6
4
1

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

崩
れ
が
起
こ
る
場
所
、
危
険
個
所
を
よ
く

注
意
し
て
み
る
と
、
危
険
信
号
と
思
わ
れ
る

変
化
が
現
れ
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
避
難
場
所
、
避
難
経
路
に
つ
い
て

も
日
頃
か
ら
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
確
認
し

合
う
と
と
も
に
、
降
雨
時
に
は
テ
レ
ビ
な
ど

の
気
象
情
報
に
十
分
注
意
を
払
い
ま
し
ょ

う
。山

地
災
害
の
危
険
信
号
に
は
①
川
が
に

ご
っ
た
／
②
水
位
が
下
が
っ
た
／
③
亀
裂
が

走
っ
た
／
④
石
が
落
ち
て
き
た
／
⑤
わ
き
水

が
止
ま
っ
た
／
⑥
わ
き
水
が
増
え
た
／
⑦
井

戸
水
が
に
ご
っ
た
／
⑧
地
鳴
り
が
す
る
―
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
危
険
信
号
を
感
じ
た
ら
町

農
業
振
興
課
ま
た
は
、
上
益
城
地
域
振
興
局

林
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

町
農
業
振
興
課
農
林
企
画
係

☎
２
8
2
-1
6
0
7

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

☎
2
8
2
-0
3
3
3

無
料
登
記
相
談
を
行
い
ま
す（
予
約
制
）

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
や
建
物
な
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①
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ズ　

②
一
丁
目

③
希
望
ヶ
丘
病
院
・
チ
ー
ム
木
倉

寄

付

善
意
の
輪

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
香
典
返
し
】

　

 

（
ご
芳
名
）　   　
（
住
所
）　
（
故
人
）

木
村　

孝
夫　

様
（
滝　

川
）
松
子　

様

梅
本　

玲
二　

様
（
辺
田
見
）
健
優　

様

坂
本　

節
子　

様
（
木　

倉
）
キ
ミ
ヨ
様

吉
住
ミ
ツ
エ　

様
（
滝　

川
）
貞
次　

様

熊
野　

照
美　

様
（
高　

木
）
福
島
宗
雄
様

坂
本　

裕
二　

様
（
上　

野
）
一
郎　

様

田
中　

安
男　

様
（
田　

代
）
浪
雄　

様

マ
ス
エ
様

倉
岡　

佳
子　

様
（
辺
田
見
）
康
夫　

様

藤
本　

裕
美　

様
（
御　

船
）
愛
子　

様

沖　
　

祐
身　

様
（
高　

木
）
マ
ツ
メ
様

増
田
タ
エ
子　

様
（
木　

倉
）
敬
秋　

様

山
下　

冨
子　

様
（
御　

船
）
秋
義　

様

千
原　

義
憲　

様
（
小　

坂
）
稚
子　

様

柿
原　

孝
子　

様
（
木　

倉
）
義
信　

様

二
宮　
　

徹　

様
（
千
葉
県
千
葉
市

）
照
子　

様

伊
田
シ
ナ
子　

様
（
木　

倉
）
末
登　

様

竹
﨑　
　

惠　

様
（
上　

野
）
数
教　

様

野
田　

孝
光　

様
（
上　

野
）
ツ
ル
エ
様

岡
村
留
威
子　

様
（
辺
田
見
）
信
一　

様

【
一
般
寄
付
】

古
閑　

忠
義　

様
（
上　

野
）

山
川　

長
行　

様
（
滝　

川
）

田
中　
　

勢　

様
（
七　

滝
）

ア
10
階　

会
議
室
８

【
第
２
会
場
】　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

【
第
３
会
場
】　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
３
階　

中
会
議
室

▼
相
談
電
話
番
号　

3
6
4
-0
8
0
0

（
当
日
の
み
）

問　

土
地
家
屋
調
査
士
（
嶋
崎
）

☎
2
8
8
-3
3
4
7

司
法
書
士
（
山
崎
）

☎
2
8
5
-1
1
2
0

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
町
協
会
舛
本
石
材
店
杯

（
５
月
16
日
金
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
下
高
野
１（
中
村
友
幸
、
福
本
和
任
、

　

阿
部
憲
昭
、
寉
田
啓
臣
、
福
田
し
の
ぶ
）

②
東
上
野　

③
田
代
東
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
第
１
回
大
会

（
５
月
２
日
金
／
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
赤
コ
ー
ト
】

①
坂
本
征
也
②
吉
永
ゆ
り
子
③
作
田
ミ
ツ
子

【
青
コ
ー
ト
】

①
川
部
寅
男
②
平
井
隆
徳
③
坂
本
幸
一

【
黄
コ
ー
ト
】

①
福
富
直
人
②
米
田
明
雄
③
赤
星
唇
喜

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
春
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
５
月
９
日
〜
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
／
８
チ
ー
ム
）

第56回金婚夫婦表彰（熊本日日新聞社主催）の受
付を行います。表彰を希望する場合は、申し込みの手
続きを行ってください。
なお、表彰者の氏名・年齢は、熊本日日新聞および
広報みふねに掲載されます。

【対象者】
昭和39年１月１日から同年12月31日までに結婚
し、50周年を迎えた夫婦。ただし、昭和38年12月
31日までに結婚し、１度も届出をせず表彰を受けた
ことがない夫婦についても申し込みできます。

７月１日から、「臨時福祉給付金」および「子育て
世帯臨時特例給付金」の申請受付を開始します。
消費税率の引上げに伴い、所得の低い人への負担の
影響を考慮して支給される「臨時福祉給付金」と、子
育て世帯への影響を緩和し、消費の下支えを図る観点
から支給される「子育て世帯臨時特例給付金」の２つ
の給付金があり、対象者には申請書が郵送されます。

【申し込み方法】
①または②の方法で申し込みを行ってください。

①５月下旬の回覧「第56回金婚夫婦表彰該当者名簿」
で申し込む。
②役場福祉課社会福祉係へ直接申し込む。

申込者には９月中に表彰式などの通知を送付します。
※電話での申し込みは受け付けておりません。

【申込期限】　平成26年７月18日金

【申請期間】　７月１日火～平成26年９月30日火

※平成26年１月１日に住民登録している市区町村へ
の申請になります。
※子育て世帯臨時給付金の申請をする人が公務員の場　
合は、勤務先から交付される「公務員児童手当（特
　例給付）受給状況証明書」と「子育て世帯臨時特例
給付金申請書（請求書）」を福祉課児童福祉係へ提
出してください。

　町営住宅への入居希望者は、受付期間内に申込書を
役場建設課維持管理係まで提出してください。
※申込書は同係に用意してあります。
　
【入居資格】　①住宅に困窮している人

②収入基準に該当する人
③現在、同居しているか、同居しようと
する親族がある人
※60歳以上であれば単身入居可

④税金を滞納していない人
⑤暴力団員でない人

【受付期間】　６月30日月～７月11日金

【入居予定】　平成26年８月上旬以降

【入居団地】　中原団地（辺田見）
玉虫団地（滝　尾）
滝尾団地（滝　尾）

【入居者の決定】　入居資格①～⑤に該当する申込者を　
審査し、公開抽選で決定します。

７月６日から、上益城郡民体育祭が開催されます。町の代表として、18種目へ約240人の選手が出場予定
です。選手へのご声援をお願いします。

【７月６日日開催種目】　　　　　　　　　　　　　　　　  【７月12日土開催種目】
　●バレーボール男子 ・女子（御船町スポーツセンター）　 ●軟式野球（嘉島町総合運動公園野球場）

●ソフトボール男子（甲佐町営白旗グラウンド）
●相撲（前田相撲場）※甲佐町

【７月13日日開催種目】
●開会式（嘉島町民体育館）　●陸上競技（益城町総合運動公園陸上競技場）　●水泳（嘉島中学校プール）
●軟式野球（嘉島町総合運動公園野球場）　●ソフトボール男子・女子（甲佐町営白旗グラウンド）
●ソフトテニス（益城町総合運動公園テニスコート）　●卓球（益城町民体育館）
●バドミントン（嘉島町民体育館）　●柔道（益城町総合体育館武道場）
●剣道（甲佐町トレーニングセンター）　●空手道（嘉島中学校体育館）　●弓道（御船高等学校弓道場）
●銃剣道（嘉島西小学校体育館）　●サッカー（嘉島町総合運動公園競技場）
●ゲートボール男子・女子（御船町ゲートボール場）
●グラウンドゴルフ男子・女子（高田みんなの広場グラウンドゴルフ場）※嘉島町

【７月20日日開催種目】
●バスケットボール男子・女子（御船町スポーツセンター）
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金婚夫婦表彰の受付を行います

町営住宅の入居者を募集します

問福祉課社会福祉係　☎２８２－１３４２

問社会教育課社会体育係　☎２８２－４１１１

問建設課維持管理係　☎２８２－１３１２

臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の受付は
７月１日からです

問臨時福祉給付金については、福祉課社会福祉係　☎２８２－１６０７
　問子育て世帯臨時特例給付金については、福祉課児童福祉係　☎２８２－１３４６

上益城最大のスポーツの祭典　第64回上益城郡民体育祭が開催されます
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